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十
九
日
(火
)

静
田
域
虞
停
隼
購
、

「貨
本
蓄積
と
常
国
主
銚
」

午
劇
十

時
か
ら
法
経
第
七
教
駐
で

学
術
購
濃
聾

「合
笠
の
マ
ル
ジ
ン
サ

イ
ト
変
態
」

講
師
阪
大
麗
茱
桝
学
財

究
所
塑
山
画
盗
護

「
東
南
ア
ジ
ア
研
究
」
発
刊

京
大
巣
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
十
二
月
「東
南
アジ
ァ所

究
」
第
二巻
第
二
号
(通
巻
第
六
号
)
を
競
行
し
た
。
こ
れ
に
は
第3

.4
半
期
活
勤
報
告
の
佃
、
岩
田
慶
治
『北
部
タ
イ
に
お
け
る
北落
社

会
の
解
体
と
.鴇編
成
過
程
』
な
ど
五
論
文
、
ニ
ワ
の
報
告
、現
地
報
告

な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ッ

ラ
グ
ビ
ー
で
慶
大
に
惜
敗

三
十
九
年
麗
京
都
陞
上
十
傑
内
に
、河
合
倖
一営
(京
大
)
は
百
十

層
障
害
で
四
位
、
四
頁
廣
障
害
に
三
位
と
好
記録
を
マー
ク
し
て
い

る
。
▽
百
十
綴
騨
轡
、
河
合
洋
一
(四
位
)角
田
文
昭
(七
位
)
、

乎
拝
貞
一郎
(十
位
)
▽
四
百
溜
障
冨、
河合
洋
一'(三位
)
、
角
田

文
昭
(四
位
)
▽
四
百
労

レ
ー
京
大
(四位
、七
位
)
▽
手
山ハ百
層
'

リ
レ
i
京
大
(四
位
、
七
位
、
八位
、十
位
)
関
西
で好
記
録
で
あ
る

が
、
関
案
と
く
ら
べ
る
と
なお
一牌
の努
力
が必
要
て
う
ろ
う
。

東
繭
大
掌
対
抗
ラ
グビ
ー
(西
京
極
、
一白月一日
)
本
年
度
の
ト
ッ

プ
を
き
って
慶
大
封
京
大
の聞
で
行
な
わ
れ
た
が
17
1
8
で
敗
る
。

閑
四
学
生
剣
漕
連盟
斬
役
員
幹
事
畏
に
原
大
の
古
川
孝
君
が
決
冠
。

毎
の
バ
イ
ト

総
額
約
百
万
円
に

厚
生
繰
生活
係
が冬
期
休
暇
に
扱
った
ア
ル
バ
イ
ト
の
件
数
、
総
所

得
金
額
な
ど
が
こ
の程
ま
と
ま
った
。

冬
期休
暇
二
週
聞
で
、
扱
った
件
数
は
三
十
五
件
、
金
額
に
し
て
約

百
万
円
であ
る
。
昨
年
の
同
時
期
に
く
ら
べ
て
七
十
万
円
程
度
減
少
し

て
い
る
の
が目
立
って
い
る
他
、
職
種
で
は
昨
年
か
ら
初
め
て
扱
わ
れ

た
百
貨
店
員
、
年
末
年
始
の
窟
都
吋
下
教
職
員
の
日
直
、
宿
鼠
の
代
理

な
ど
が
例
年
と
か
わ
って
い
る
が
、
雑
バ
イ
"
主
で
や
騰
9
年
末
年
始

に
関
係
あ
る
=郵
が
・.い
。

==
京
大
人
事
≡嗣
安認
転
壊
灘

見

　

長
谷
国
暴
一郎
(東
北
大
金
属材
料
研
助教
授
)
教
養
部助
教
授

渡
辺
久
騰
(岡
講
師
)

防
災
研
教
授
着
林
実
(同助
教
授
)

工

助
教
授

着
松
貴
英
(同
助
手
)

工
教
授

田
村
今
男
(同
助
教
撞
)

エ
事
務
畏
禰
佐
福
島猛
雄
(工経
廻
掛
呂

原
子
炉
実
験
解
學
甥

畏
補
佐

川
上
利
一郎
(経
理
部
管
財課
第
一管
財
掛
長
)

併
任

化
学
研
究
所
長
評
議
員

国
近
三吾
(化
学
研
教
授
)

教
餐
郎
助
教
授

柴
田
澗
(教
育
助
教
授
)

教
饗
恥
教
授

宇
野
豊

三
(薬
教
授
)
結
核
研
教
授

永
井
秀
夫
(医
教
授
)

評
議
員

速
藤
隣
一
(農教
授
)

化
学
研
付
属
原
子
核
科
学
研
施
般
部
長

国

近
三
膏
(化
掌
研教
授
)

教
育
掌
耶
長

評
議
員

重
松
俊
明
.(教

冑教
授
)

法
学
部
長
評
議
員

田
畑
茂
二郎
(法
教
授
)

解
職

庶務
課
畏
瑚務
代
理

須
ノ
内
英
夫
(庶
務
長
人
事
課
長
)

富務
局
長
嚇務
代
理

住
友
眩
(庶
務
部
長
)

結
核
研
付
属
病
院
畏

盲務
代
理
辻
周
介
(結
核
研
教
授
)

化
学
研
付
厨
原
子
核
科
学
研

施
設
部
長
事務
取
扱

後
藤
廉
平
(化
学
研
教
授
)

事
務代
珊
医
付属
皮
膚
病
特
別
研
究
施
股
畏
嶺
務
代
理

大
藤
璽

夫
(医
教
授
)

「海

外

出

張

§
働

▽
後
藤
尚
男
(工
教
授
)
如
・1
・19
1
40
・2
・4

地
震
エ

学
に劇
す
る
調査
研
究
と
ニ
ュー
ジ
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
、
ワ
イ

ラ
チ
、
ウ
ェリ
ン
あ
ン
市
で
の
第
三
回
国
際
地
震
工
学
会
議
に
出
席
の

た
め
オ
ース
ト
ラ
リ
ヤ
、
ニ
モー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
米
国
へ
▽
冨
士
岡義

一
(農
教
授
)
ω
・1
・81
1
ω
・2
・17

濯
滅
排
水
に
闘
す
る
調

査
研
究
のた
め
タ
イ
、
ヵ
ン
ポ
ジ
ヤ
、
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
へ
▽
池
上淳

一
(工
教
琶

40
・1
・20
～
41
・1
・19

マ
イ
ク
に
波
帯
にお
け

る
半
導
体
素
子
利
用
に
関
す
る
研
究
の
た
め
米
国
へ
▽
岡
村
誠
三
(工

教
授
)
40
.1
・24
5
40
・2
・9

高
分
子
化
学
搬
究
調
査
とヵ
ル

フ
ォ
ニ
ャ
、
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
で
開
催
の
冬
李
ゴ
ード
ン
研
究会
議
高

分
子
部
会
に
出
席
の
た
め
米
国
へ
▽渡
辺
信淳
(工
助教
授
)
40
・1

.24
～
如
・2
・U

溶
融
塩
電
気
化
学
の
醐査
研
究
とイ
ン
ド
・ヵ

ラ
イ
ク
ー
デ
ィ
で
の
第
五
回電
気
化
学
セ
ミナ
ー
に出
席
の
た
め
イ
ン

ド
、
中
離
墨
国
へ
▽
高坂
正
繕
(法
助
教
授
)
40
・1
・23
-
40
・3

二
十
日
(水
)
学
術
罐
潰
碧

「剋
質

鏑
査
へ
の
物
埋
操
査方
法
の
利用
」

講
帥
応
用
地
鎌
醐査
勧
務
所浦
和
所長

金
+
徹
蔑

日
本
腎英
鮒
髭
寧
金
交付

午
肘九
時

半
か
ら午
彼
三
時
⊥
ま
で
摩
生
課
字

資
掛
で

二†
一日
(
')

世
崎
厭
螺停
年
瞬

『戦
後
の耗
厨
学
帆
究
遡歴
を
剛

み
て
」

午
彼
一貯
か
り
砥
証第
七
以

至
で寿

球郁
髭

後
任
に
石
原
教
授
(工
)

木
村
作
治
協
教
猛
(嫉獲
学
泌
理
掌

博
+
σ
野
球
都
池
長
が
ぜ
年
崖
胤
と
な

る
の
で
後
任
は
哲
原
隙
次
郎
氏
ハ工
学

恥
圭
企
科叡
撹
)
に
決
足
し
た
。

-騨重▲5
-

f

▽
お
こ
と
わ
り
△

郡
合
に
よ
り
今
回
は
「黒
板
」
セ
休
衷

せ
て
い
た
だ
さ
ま
す京

都
大
学
斬
制
社

士
一

一日
に
第

一
回
会
議

庫
生
間
題
対
策
協
議
会
の
公
.A第
一回

会
議
は
、
去
る
十
三
日
正
午
か
ら
文
芋

部
会
號
努
でお
こ
な
わ
れ
、厚
生
問
題

の
全
般
的
な
現
状
と
対策
に
つ
い
て
慧

見
が
交換
さ
れた
。

同
協
議会
は
、
昨
年
看
以
米
、
大
学

ロ

当
局
と
字
生
と
の間
で
遺
求
さ
れ
て

来
た
公
的
璽
応蝋
通
の
た
め
の
機
関

であ
っ
て、
昨
年
暮
れ
非
公
式
の
会

議
を
お
こ
な
った
。
な
お
同
会
議
の

学
生
側
代
表
は
、
同
学
云
、
各
学
部

自
塗
瓜、
生
協
紺
戴
部
、
学
館
準
備

委
、
体
脅
会
、
寮
等
か
bな
勾写
囚

問
鷺

こ
の
日
の
響

会
で
は
、
艮
体
的
な
成

果
は
な
か
った
が
、
来
る
二
十
五
出
に

開
かれ
る
第
二
回
会
議
で
は
、
同
協
麟

会
の
性
格
を
明
確
に
す
る
た
め
の
規
約

審
議
を
お
こ
な
う
,ア篤
。

対
策
協
議
会
で
は
、
大
学
側
は
「

学
長
、
学
生
部
長
、
各
学
酪
代
衷
、

庶
務
計
理
代
表
、
施
設
部
次
長
な
ど

七
十
周
年
事
業
な
ど
を
検
討

か
ら
な
ゐ字
生
厚
住
施
般
豊
備
公
員

会
か
ら
な
っ
て
いる
。
こ
の
協
、謡
盆

の
廿
括
に
つ
いて
は
、
双
方
の
代
説

寮

た組め
賊明 が

軸」丘で式

は にな決
い 足゚ご

れ
て
い
な
い

 

B
、C
棟
の
実
現
を
要
求

同
日
の
去
議
の
㎞
上
で
、
掌
生
側
各
代

畏
か
ら
沢
の
様
な
慧
見
が
の
べ
ら
れ

た
。
①
体
甫
ムー
七
十
周
年
部
業
と
し

て
鰯
幽
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
に体
青

館
三
～
バ
慮
規
模
)
も
加
え
て
は
し
い

、
具
体
的
囚
合
に
つ
い
て
は
、体
青会

で
も
誠
註
図
を
作
成
し
て
い
る
。②
崇

-
熊
野
蟹
の
A
探
以
外
B
、
C標
を
皐

急
に
笑
場
し
て
は
し
い
。宇
治
漿キ
ャ

ン
パ
ス
に
藤
合グ
ラウ
ン
ド
を
姪設
す

る
場
合
修
学駈
景
を
ただ
ち
に芙
現
す

る
こ
と
ゆ生
勧
ー組
合員
の刈
益を
好

る
た
め
水道
光
熱
費
の受
益
者
賃
揖
の

原
則
を
樽薦
、憾す
べ
き
で
ある
。

こ
れ
に
対
し
、
学長
か
り七
十
周
年

記
念
事叢
の準
傭
の塊
段
階
に
つ
い

て
、
周
認
盒
事
業準
備
は
、
主
に
仏

大
準
傭
委
会
の
子
によ
っ
て
す
すめ

ら
れ
て
お
リ、
全予
算
規
模
は
、
二

十
～
二十
五
憾円
にな
る
見
囲し
が

裏
ず
け
りれ
つ
つあ
の。
事
業
内
谷

に
っ
い
ては
、
構
想
の
域
を
出
ず
具

体
化
さ
れ
て
いな
い。
体
甫
館
に
つ

い
ても
}沁西
部
と
臥
字
都
キ
ャン

パ
スを
叡
地
と
し
て
ん
乳て
い
る
。

ま
た、
今
後
準
備
が
貝
体
化
さ
れ
る

場
合
は
最
総
決
冠
以
劇
に
察生
側
の

意
向
を
、
こ
の
協
謡
会
を
葱
じ
て
反

映
さ
せ
る
よ
.つに
す
る
こ
と
な
ど
が

明
か
に
され
た
。(圏

連
恥董
面
)

敷
地

交
換
窒
の
工
嶺
を
始
め
懇
塵

段
帽

の
対
立
が
飽
翻
状
態
に
運し
て
い
た

岡
会
駁
で
お
よ
て玖
の
よ
つな
こ
と
が

ら
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
Φ
教
幾
都

学
生
会
娼
構
想
は
四
十
年
度
概
算
要
求

に
掌
生
齢
か
b
提
出
し
た
学
兜
会
囲
予

算
(西
浄

約
三
憾
円
)
の
又
郡
省
操

渉
に
お
い
て
、
文
都
省規
定
規模
姑
べ

六
負
坪
約
九
午
万
円
)
の
も
の
な
り災

現
性
が
あ
る
と
の
情
報
に
端
を
党
す
る

こ
と
。
②
文
部
岱
規模
の
学
朗は
、
教

饗
キ
ャ
ン
パ
ス
に
翅
て
齢
。全
学
的
な

も
の
(サ
ー
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
を含
む)

は
、
西
部
に
蝿
て
む
。
⑧教
礫
郎は
、

建
設
予
だ
地
の
決
、尾に
つ
い
}塩
限
が

あ
り
、
予
算折
衝、
規
模
、
施
設
内
答

等
に
つ
い
て
は髭
生
部
が
あた
る
。
④

同
会
館
は、
四十
一年
皮
夷
現
を
めざ

し
て
、本
年
血月
ま
でに
叡
地
を
決
短

す
る
。
⑤現
在
敷地
に
関
し
、
教
蛋
都

南
西
鄭
(虹勧
禁
良
堂
、
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
ーボ
ソク
ス
を
含
む
)
と
、
北
果鄭

(新
樋
朗
付近
)
が
候
楠
地
と
し
て
め

が
っ
てお
り
前
者
の
力
が
有
力
。

学
生
側
と
怠
向
の
くい
ち
が
い
の
今

後
の
調
鑑
方
法
と
し
て
は
、
教
授
会

"現
吉

田
寮
跡

に
4

難

学
館
設
立
委
と
の
会
見
で

一一 一 一 一 一京 都 大 学 新 聞 社・一 謂儲…
薯翻

コ

,
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馴♂」「
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6
轟

銅
n
顧
/
モ
の
■墨
履■
ト
ロツ
キ
ーの
多
影
な

才
能
冷
屍
ず
大
薯
「文
学
と
藁
命
」
の
完
訳
決

定
版
。
本
邦
初
訳
の第
ロ部
に
は
第
一革
命
か

ら
戦
争
に
婬
る
雌
伏
期
に
書
雍

宰
辣
鋭

剰
な
知
識
人
諭
・
文
学論
・美
術
論
が
集
大
成

さ
れ
る
7
全
2
冊
-第
-
部
(羅

叉
学)続
刊

■
葺

既
覆
骨
⊥
唇豊
阪
鱒
売
中

一
酪き

窪簸
灘

灘

 

遷
鰯
灘
織

た
。
尚
こ
こ
に
か
か
げ
た
、会
崩
設

計
図
と
毘
地
図
は
、
教
獲
郎
長私
案

で
あ
る
。

依
然
主
流
派
が
圧
勝

、響
藍

臼
井
教
授
を
嵐
し
調
轍
を
計
って
い

た
が
、
昨
年
十
二
月
二
十
目
頃
、
大

掌
側
は
、
何
の
予
告
も
な
く
掌
生
側

の
要
求
す
る
敷
地
囚
に
電
詰
自
勤

平面図(案)

謄.._ll轟

_9階 駈_.1銘 舞

 

足
利
(文
)教
授
な
ど十
五
名

年
度
末

三
月
末
に

一
斉
退
官

定
年
制

三月
末
日
づ
けで
京
大
か
ら
十
五

名
の教
授
が退
嘗す
る
。
こ
れ
ま
で
満
,

六
十
三歳
の艇
生
日を
む
か
え
る
密
に

退
官
す
る
制
度
であ
った
が
本
年
度
か

ら
始
め
て
低
塾

年
制
が
後
用
さ
れ

こ
れ
コ
よ
る
も
の
で
あ
る
。
魁
冒
す
る

の
は
文
学
部
田
中
莫
和
¥
郎
教
捜
、
足

利
惇教
授

(梵
語
・
古
代
ペ
ル
シ
ャ

語
)
、
宮
崎
市
定
教
授
(東
洋
史
)
の

三
教
投
。
そ
れ
ぞ
れ
「暫
掌
初
歩
「

(田
中
教
授
)
、
「科
拳
」
(宮
崎
教

授
》
な
ど
各
稠
著
作
を
趙
じ
て
一般
に

も
な
じ
み
深
い
。

法
掌
泌
で
は
斎
藤武
生
教
授
(国
際

私
法
)
、経
済
学
恥
では
畳
崎
稔
、

静
田均
の
両敦
授
があ
る。
他
の
学

部
で
は
教
青
学
脛
片
岡
に
志
教
授

(教
青
指
導
罰
鰺
。
医
掌
部
前
川
、

荒
木
両教
授
。
前
川
教
授
は
内
科
で

循
環
器系
統
、
荒
木
教
授
は
外
科
で

悩
外
科
手
術
のそ
れ
ぞ
れ
の
榴
威
。

薬
学
部
木
村
簾
一教
授
(生
薬
学
)

。
農
学
部
で
は
西
山
市
三
教
授
(夷

験
遭
伝
学
)
。

ま
た
人
文
研
突
所
に
風
し
生
懸
学
者
で

あ
る
一方
、
登
山
家
、
探
検
家
と
し
て

鞘
名
な
今
西
錦
可
敬
授
も
そ
の
制人
。

敬
饗
部
で
は
前學
生
部
畏
木
村
作
治
郎

教授
(化
学
)
、
左
松
貞
一
(ド
イ
ツ

脂
)
、木
村
常
信
(法
学
)
の
両
教

授
、
三
人
が
退
嵜
す
る
。

}
各
教
授
の
退
轡
記
念
講
議
は
一月
来

「か
ら
二
月
に
か
け
て
順
次
行
な
わ
れ
る

衛

生

工
学
、
二
講
座
拡

充
など

増

設

、
増

員

学

科

発

表

さ

れ

る

文
部
貨
は
四
月
か
ら
勅
濾
設
さ
れ

れ
た。

る
学
都
、
学
科
を
免
表
し
た
が
、
本
学

農
学
部
で
は
林
字
耕
(㎜晶ナ
轟)
が

ロ　　
で
は
な
の
よ
う
に
　
ぜ
さ
れ
た
リ

バう
　も
に　　
いさ
れ
へ
う
ち
　
う
も

礫
難
蕪
驚
講
縦縦

現 地 闘 争 を 軸 にミ
譲灘 購髄鑛懸懸義灘

「原潜日韓共闘会議
」結成

 

去
る十
二
月
二
十
～
二
十
一日
、

粟
京
明
治
大
学
に
お
い
て
全
自
代
が
開

か
れ
た
。
こ
れ
に
は
全
困
か
う
六
十
大

学
百
三
十
自
治
会
の
正
式
代
礒
無
お
よ

び
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
、
評
議
員
な
ど
約
一

干
人
が
疹
加
、
昨
秋
の
原
描
聞
翁
を
中

心
に
載
か
い
、
そ
の
全
国
飼
な
簡
揚
を

保
障
し
た
醸
潜
共
じ
を
発
展
解
消
し
て

,全
国
原
潜
日
輯
共
闘
会
議
`
を
結
成

京
入
掌
鑛

甥
の
今復
の
カ
ギ
を

握
る
叡
獲
邸
正副
婁
員長
選
箏
と同
学

会
代
議
貝
全
学
区選
華
が昨
年
の十
二

月
三
日
か
ら十
五
日
に
かけ
て
わ
な
わ

れ
、
正
副委
貝長
、
同
学
会代
議
員
と

も
に
主
流
派
の勝
利
に
終
わ
った
。

今
回
の
選
挙は
、
予
想
では
主
臨
派

の
勝
利
は動
か
ぬ
も
の
の
、
統
一派

分
裂
によ
って
生
じ
た
統
一会
議
が

頓昨
年飛
の分
裂
行
勤
を
目
ロ批
判

す
る
な
ど
して
、
選
挙
で
ど
の
程
良

の食
い込
み
を
見
せ
る
か
注
目
さ
れ

て
いた
。
し
か
し
ブ
タ
を
開
け
て
み

る
と
、委
員
長
で
は
主
臨
派
九
百
二

十
八
、
統
一派
四
百
九
十
三
に
対
し

代
'

民
青
分
裂
の
影
響

覆k置 竺

鍵
麟

ま
た
選
挙
期
間
中
に
平
民
毒

(統

噂派
)
が
全
掌
運
再
建
大
会
を
名
禦
っ

て
を
国
大
会
を
開
き
、
主
流
派
系
も
再

建
準
帽
の
た
め
の
全
自
代
を
十
二
月
二

底
原
(正
)、
橋
本
(副
)両
君

に

同
学
会
代
議
員
会
新
役
員
選
出

繕

し
た
。

こ
の
金
自
代
で
の
削
諭
は
、
全
掌
運

再
駕
問
題
と
原
潜
囲
争
の
総
抽
に
集

約
さ
れ
た
.
ま
ず
廓
者
に
っ
い
て
は

全
学
遵
再
建
ま
で
の
過
度
則
組
綱
と

し
て
、
全
国
字
生
自
治
会
共
闘
会
謡

を
労
足
さ
せ
る
予
冠
で
あ
っ
た
が
、

阪
大
、
神
大
な
ど
の
構
改
派
糸
自
治

会
が
反
対
し
た
た
め
紬
局
、
.躬
述
の

β原
潜
目
韓
共
闘
会
磯
ム
を
紬
奴
す

る
こ
と
に
落
ち
種
い
た
.

ま
た
原
潜
闘
争
の
総括
と
し
て
は
、

単
な
る
カ
ン
パ
ニ
ア
闘争
に
食
少
化
し

よ
う
と
,
る
構
政派
系
の主
張
は衙
冠

さ
れ
て
、
現
地
闘
弟
を軸
に
、現
地
-

学
園
で
最
大
限
の戦
か
いを
展
開
し
り

っ
先
薩
的
労勧
者
と
の共
闘
を
勝
ち
取

っ
た
こ
と
は正
し
い方
針
で
あ
った
こ

と
が
惟
認
さ
れた
。

蹄
幾
難
鶴
鰻

れ
た
.
竺
れ
に
は
都内
の
二十
八
自

誰
麓
瓢鞍
難
鞭

が
参加
つた
。
大
会
に
は
東
入G
な

ど
の撃

同
・社
胃
同
築
、
法
λ
㎡

な
ど
の

の革
マ

改
派

さ
れ

後
、

駕
響
莚
麓

出
が
行
な
わ
れ
、
六
時
す
ぎ
閉
会
し

た
。新

役
員
は
以
下
の
圃
り
。

委
員
長
勧
原
浩
之
(経
二
)
劃委
員

長
欄
本
利
昭
(医
・三
)
、
会計
尚幣

真
公
(法
。三
)
、
霞
記
長
武曽
俊
二

(赴
・三
)
9

藩

難

奮

ー
流ー

成
さ
れ
帰
こ
れ
に
よ
って
都
掌
逆
の

実
質
的
再
建
は
時
間
の
問
題
と
な
♪

繕
叢
謹

連
記
奮

民
青

「全
学
連
大
会
」
も

分
裂
の
固
定
化
を
助
長

民
胃
ー1
平
民
学
魁
の
呼
ぴ
か
け
に

よ
る
,全
学
運
再
蝿
大
会
白
が
十
二
月

十
日
の
予
備
会
韻
に
引
続
い
て
十
一日

か
ら
三
日
聞
集
泳
中
労
委
ム嵩毘
・法
大

で
行
な
わ
れ
た
。
大
会
願務
局
発
衣
に

よ
れ
は
、
こ
の
鳩
運
人会
に
は
七十
二

大
学
百
二
十
九
目
治
公
、代
議
員
;
臼

七
十
六
人
が
参
加
し
た.

こ
の
大会
に
お
い
て
「全
字
迷
の当

面
の
運
蜘方
針
」
「行
吻
力
劃
』
が

決
窟
さ
れ
た
が
、そ
れ
に
底
ると
、

全
学
連
は
日本
の
全
人
民
が
直
面
し

か

て
い
る倣
治
謀
題
を取
り
上
げ
、
祖

国
の
紺豆
と平
和
、民
主

蝿々
を
守

るた
鞍

戦
か
う、
ま
た
笙

の
あ
一

らゆ
る翼
求
を
取
り
上
げ
、
皆
が
珍

加す垂
毒
紫
錆
する、と

嬢
蟹

謙
鋸

酬暴

な
い、㌃
ど
と
な
って
い
る
。

こ
れ
ら
詮
刀針
果
恕
中
心
に
討
.醐が
行

コ

な
わ
れ
豪

、
代
議
興の
ほ
と
ん
ど
が

民
隅
畳

で
あ
る
た
め
、
め
だ
・た

反
対
蕊

冨

さ
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
塗

餓
さ
れ
た。
引
き
税
いて
申
央
執
行委

三十
人
が
選
出
さ
れ
、
委
員
長
に
は
東

大
の
川
上
徹
巻
、
轡
聡
長
に
は
大
阪
府

大
の
耕保
寿雄
君
が
選
ば
れ
た
。

大
会
閉
去
後
、
」再
姥
全
学
超
`
で

は
消
水
谷
公
園
で
報
告
集
会
を
行
な

い
、
四
干
人
が
新
橋
駅
ま
で
緩
か
に

ヂ
モ
行
進
し
て
解
放
し
た
。

こ
う
し
て
平
民
学
煙
は
「全
学
逆
h

}た
た
め
、
民
樹
11
統
一派
の
.私
設

6

全
学
迷
で
あ
る
感
は
否
め
ず
、ま
だ
原

潜
共
闘
に
参加
し
た
拠
帰入
学
な
ど
百

二
十
自
治
会
が
全
自代
に参
加
し
た
事

笑
な
ど
か
ら
、
民青
が
全学
運
を
結
成

し
た
こ
と
は
、
学
生運
動
の分
裂
を
更

に
面
定
化
す
る
も
のだ
と
の
声
が
強

い
。

十
日
、
二
十
一日
に
予
定
し
て
い
た
の

で

活発
な選
挙
戦
が手
想
さ
れ
て
い

た
が
、
一般掌
生
の
関
心
は
低
く
、
規

定
の選
挙
期
間
三
～
九
日
で
は
選
箏
は

成
立
せ
ず
、十
五
日
ま
で
延
期
す
る
な

ど
、
今後
の
目治
会
沽
勘
が
憂
慮
さ
れ

る
。〈婁

員
長
〉

▽
当
選

小
慢
昌
遭
(法
二
・主
洗

派
)
九
ニ
バ

次
点

山
田
武
生
(文

哨
・統
一派
)
四
九
一』

〈
副
餐
員
V

▽
蛸
選

森
本
患
紀
(文
一
・主
擁

派
)
八
六
八

次
点

松
氷
健
二゚
(経

騨
。統
一派
)
五
三
六

投
票
総
数

一二
、
二
九
一
白
粟

二
八
二
無
効

五
九

公
的
規
制
は
無
理

数
科

書
聞
題
て

教
養

部
長
言
明

去
る
九
日
教
獲部
長
筆
でお
こ
な
わ
4}

た
教
饗
諦
長会
読
に
お
い
て
、生
協
、

教
養部
自
治
会
は、
A
号
鋸
地
下
施
設

に
関
し質
問
を
お
ζ
な
いお
よ
そ
次
の

よ
うな
解
告
が部
長
か
ら
な
さ
れ
た
。

施
殴
都
が現
在
雌
め
て
い
る
た
め
、

具
体
的
な
こ
と
は
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
予
算
は
、
四
十
年
度
で
碓
保
さ

れ
て
い
る
の
で
、
四
月
以
後
の
実
現

見
遡
し
が
立
って
い
る
。

教
科
欝
間
運
に
つ
い
て
生
協
が
提
出

し
た
、
す
べ
て
の
教
科
醤
が
生
協
で

購
入
出
米
る
棟
に
教
養
部教
授
会
で

は
か
って
ほ
し
い
と
の
要
劉
に
対
し

教
料
醤
取
り
扱
届
指
だは
教
授
と
ナ

カ
ニ
シ
ヤ
と
の
個
人
的
な交
渉
に
よ

る
も
の
で、
こ
れ
を教
授
会
と
い
っ

た公
的機
関
で規
制
出
米
な
い
。部

長
個人
とし
ては
出
米
る
だ
け
協
力

す
る
こと
が明
ら
か
に
さ
れ
た
。

ま
た
さ
る
十
三日
正
午
か
ら
開
か
れ
た

障
生
問
題
協
議
会
に
お
い
て
、
教
養
部

A
暑
館
地
下
の
整
網
に
つ
い
て
の
生
協

側
の
質
問
に
対
し
、
堂
生
部
畏
は
ひ
か

え
室
に
す
る
た
め
の
整
備
に
必
要
な
.

算
は
、
四
十
年
度
改
修
費
か
ら
出
さ
れ

る
が
、
内
部
施
設
に
つ
い
て
は
、
生
協

が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
答

え
た
。

り
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の
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穫

衰
退
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決
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兀に
戻

醗馨
蓮
舅
・
難
⑰難

謂
難

蔀
唖「驚
幽

に
よ
って
最
後
の
止
あ
を
さ
さ
れる
「年
老
い
た
人
類
」
と
い
う
、

社会愚想選膚
G

・バ
ラ
ク
ラ
フ

翻
頁饗

あ
わ
れ
な
幻
想
は
、
存
在
し
ない
.
わ
れ
わ
れ
の
前
に
あ
る
も
のは

限
り
な
き
形
成
と
変
質
の
、盛
え
て
は
曹琴
八る
清
新
で
晴
れ
晴
れし

た
人
類
史
の
構
図
で
あ
る.
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ル

サ
ル
ト

〃
の
思
想

と
政
治

ミ
シ
ェ
ル

マ
元
帥
解
任
ー講
和
条
約

…
原
敬
吾

私
は
同
人
雑
誌
の
経
営
者
…
森
下
節

「
ク
ロ
ヨ
ン
」建
設

の
詩
・砂
田
二
三

鴎
外
の
疾
病
史
…
・

河
村
敬
吉

識
ら
れ
ざ
る
神
に
…
・:
長
谷
川
良
子

☆

「自
由
」
獅
人
遭

「小
脱
部
円
」
弗
衰
1
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膨
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▽

今
年
に
は
い
り
、
厚
嚢

鰭
会
の公
式
第
一回
会
畿
が
開
か
れ
、
学
内
摩
生
問
題解
決
へ
の
ル
ート
が

△

▽

開
か
れ
る
ζ
と
に
な
った
.
し
か
し摩
生
問
題
の
解
決
は
、
対
大
学
当
局
,交
渉
あ
に
よ
っ
て
のみ
なさ
れ

▽

△

る
も
の
で
は
な
い
。
現
在
ま
で
積み
盛
ね
ら
れ
て
来
た
学
内
闘
争
の
飴
成
果
を
総
括
す
る
な
か
で
、文
秘
省

△

▽

11
叢

ー1
教
官
と
い
った
大
学
肖
周
のヒ
エラ
ル
ヒ
ー
に
有
甥
に
食
い
込
む
多
面
的
な
戦
術
が
立
て
ら
れ

△

▽

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の様
な
視点
に立
っ
て同
協
譲
公
の
柁
格
を
検
討
し
て
み
た
。
(編
集
者)
△

真
(本
誌
四
十
脚
年
記
念
屠
)
が
"
務

局
か
ら
発
褒
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
は
、ら

学
生
庫
生
施
設
に
つ
い
て
の
配
応
が
ほ

と
ん
でな
さ
れ
て
い
な
か
った
た
め
、

生
協
、
寮
、
自
箔
会
な
ど
か
ら
.不
濡
の

声
が
あ
が
った
。こ
の
大
学
当
局
の
一

方
的
な長
期
計
國
に
対
し
、
学
生
の
利

鴬
を
櫨保
す
るた
め
、
同
学
会
に
、
学

寮
生
問
題対
懲
聯蕗
会
(憲
蔀
自

治
会
、生
協
、寮
、学
鰯
設
立
準
備

委
、
工
教
自
治会
な
ど
で構
成
さ
れ
る

遮
絡
機幽
、
以下
字
対協
と略
す
)
が

設
け
ら
れ
、
従
来
各
利
鑑代
哀
が単
独

で
お
こ
な
っ
て
来
た
、
学
畏
、学
生泌

長
等
の
大
学
当
局
交
渉
を
一本
化
し
て

あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ζ
の
こ
と
に

よ
って
学
生
摩
生
問
題
の
改
醤は
、繋

敷
地
と
し
て
の
熊
野
全
域
確
保
、
さ
ら

に
二
手
人
寮
の
実
現
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
日
程
に
の
ぼ
る
と
い
った
寮
闘
學

に
象
徴
さ
れ
る
様
に
、
現
状
改
善
な
い

し
は
織
持
か
ら
全
掌
生
を
対
象
と
し
た

厚
生
固
題
が
殴
定
さ
れ
る
に
至
った
。

大
学
当
周
と
の
交
渉
も
、
従
来
の
ル

匙

であ
る
、
学
生
部
長
、
掌
長
交
渉

が不
足期
では
あ
る
が
頻
繁
に
持
た
れ

る様
に
な
った
が、
交
渉
の
湖
震
に
と

も
な
い内
窃
が謬
門
的
、
具
体
的
と
な

り
富務
局
も
加
え
て定
期
的
に
お
こ
な

わ
れ
る交
渉
ル
ート
の
必
更
が
痛
感
さ

れ
る
様
に
な
っ
た
。昨
年
の
十
二
月
段

躍
に
お
い
て、
学
生
側
代
表
とし
て

は
、
体
夏
ムを
加
え
た
学
対協
があ
た

り
、
大
学
側
は
、
掌
轟
、
学生
弼
長、

各
掌
部
代
衰
、
欝務
局
か
ら
庶
務
計

理
、
施
設
部
長
か
ら
な
る
学
生厚
生
姻

設
喪
備
姿
員
会
が
代
褒
構
関
と
な
る
。

な
お
こ
の
聾
鯉
蒙の
権
限
、
位
置
に
つ

いて
は
ま
だ
正
式
決
定
を
み
て
い
な
い

が
、
学
生
部
の
諮
問
機
醐
的
な
も
の
と

」なり
、
学
黒側
が
醤
に
要
求
し
て
来

、

▽
奮

蔭

へ
の
蓼
△

渓

撃
鋼
に
お
け
る
尚
次
の
建

昨
隻
月
京
杢

嚢

の
墾

禦
与
え
ーb
れ
るこ
と
は
む
ず
か
し
い

灘
灘

学内闘争の安全弁か
ミサ 　 　 ビ お ゆ 　 ミ

ほしい多面的運動形態

 

内
行
政
に
有
効
に
反
映
さ
せ
る
兀
め
の

学
内
諸
決
定
機
構
への
学
銭
磐
加
と
し

て
の志
向
が
あ
った
。
そ
し
て
投
業
料

値
上
げ
、一-.教
設
紐
、
大
管
法
、
禦
簿

の諾
闘
争
は
、後
者
即
ち
決
定
機
構
へ

の
学
生
参加
の潔
斐
性
を
総
枯
し
、
ま

た
大
管
法
闘
弟
にお
け
る
命
学
閉
朔を

め
ぐ
る
恥
情
は
、
℃れ
が
い
か
に
困
難

か
を
小し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
り
ず

現
在
、
形
を
整
λ
つ
つ
あ
る、
「協
議

会
」
は
、
即
断
に
す
ぎ
る
か
も
知
れ
な

い
が大
堂
当
周
代
衷
で
あ
る猛
禰
委
の

限
界
のゆ
え
に、
掌
囚闘
争
の安
全
弁

と
し
て
し
か
、
機能
し得
な
い
の
では

ミ

な
い
か
と
い
う
疑
間
は
あ
な
がち
椙憂

で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
大
掌
側代
表

で
あ
る
翼
禰
委
の
性
格
決
定
に
際
し
て

堂生
側
の
要
求
を
巧
み
に
拒
合
し
て
米

た
覆
情
は
、
如
実
に
そ
れ
を
濃
ず
け
て

い
る
。
前
省
に
お
い
て
さ
ら
に
あ
げ
る

な
ら
は
、
学
生
側
の
志
同
し
て
米
た
の

は
、
学
内
間
題
一般
で
あ
った
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
陣
生
問
題
の
み
に

限
竃
さ
れ
る
禄
に
な
って
朱
て
い
る
が

も
ち
ろ
ん
こ
の
こ
と
国
体
に
は
、
間
題

な
いわ
け
で
あ
る
が
、
畏
期的
な
見
地

に立
つな
ら
ば
、
恥
生
金
体
の
閲
題
を

総
括
的
に扱
う
こ
と
から
、
所
圃
諸
団

体
の不
平
陳
情
の
機
関
に
な
る
お
そ
れ

が
+分
に
ある
。

▽
学
困
間耀
の現
状
と
今
後
△

現
在問
題
と
な
って
いる
も
の
を
あ

げ
る
亡
、
京人
合
爺
、
教
搬
学
鋸
、
教

蚤
部
学
生
控
量
、体
胃館
、
生
協
営
菜

所
、
教
科
督
販
亮
な
ど
が
ある
。

京
大
会
朗
は
、
七
十燗
隼
紀
念
事
菜

と
し
て
構想
さ
れ
て
い
る
も
の
て、
西

響
内
犠

が
差

さ
れ
て
い
る

が
、
予
鮮
が
す
べ
て
轡
付金
で
ま
か
な

わ
れ
る
た
め
に
、
構
造
、
蟹理
権な
ど

で
今
後
難
行
が
予
想
さ
れ
る
.
特
に
冨

理
運
宮
栂
で
は
、
文
郎
省予
算
で
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
鄭
省
の
学
館規

薦纏
蝿雛
灘

密
付
で
ま
か
な
う
圏
係
上
産
業
界
の
大

≠
介
入
も
λ
可
避
な
も
の
と
な
っ
て
米

よ
う
。
こ
の
よ
う
な
麗
学
共
同
の
問
題

一を
葉
熾
り
し
て
な
さ
れ
て
い
る
現
在
の

灘
り
壊
し
で
お
こ
な
う
と
い
う
不
合
規
を

平
気
で
お
こ
な
い
、
学生
側
聚
を説
得

で
は
な
く
、
無
報
告
で
予
足
地内
に他

の
蟷
設
(自
助
交
換
毒
壽

行
し
て

な
し
く
ず
し
的
に
ふ
み
に
じ
っ
て
い

る
。
こ
の
糠
な
結
果
を
成
起
せ
し
め
て

い
る
も
の
は
、
も
ち
ろ
ん
大
学
当
局
の

決
定
機
構
に
学
生
側
が
参
加
し
て
い
な

いこ
と
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る

が
、他
に
、学
生
側
代
衰
の
ク
ラ
ス
単
位

で
選
ば
れ
た
学
餌
鯖
備
委
が
ほ
と
ん
ど

機
能
し
て
いな
い
点
に
も
あ
る
。
ク
ラ

ス
討議
を
土
台
と
し
な
い学
内
闘
争
は

し
よ
せ
ん従
来
の盟
ボ
ス
交
渉
に
圏

せ
ざ
る
る
え
な
い
の
は
、
こ
の
問
題

に
かぎ
♪た
こ
と
で
は
な
い。
牛
協
商

閣
体
質
鮒間
團
に
お
い
ても
群
し
く
ふ

れ
る
こ
と
は出
来
な
い
が
、生
協
組
台

貴
な
り体
向会
会
員
の大
衆
由
議
の
不

足
が
鹸
人
の
35
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
否
め
な
い
。
禦
闘
争
が
、現
状
織
抽

現
状
改
暫
を
出
る
も
の
で
は
な
い
に
し

て
も
、
一足
の
成
果
を
あ
げ
て
米
た
裂

因
は
、
寮
生
各
人
の
,住
6
の
躍
み
が

大
衆
討
麟
を
さ
さ
え
て
来
た
理
由
に
よ

るこ
と
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

彼
、
今

師
成
人
式

を
迎
え
た

ば
か
り
で

あ
る
。
最

近
某
新
聞
が
二
十
歳
な
る
持
集
を
企

圃
し
て
、
今
年
成
人
式
を
迎
え
る
行

者
違
に
二
十
歳
の
抱
負
を
甜
ら
せ
て

いる
が
、
小
俣
君
も
こ
の
欄
に
登
燭

し
た
。
一張
羅
の
学
生
服
を
着
て
、

メ
ガ
フ
ォン
を
掬
った
小
俣
君
。
い

う
ま
で
もな
く
彼
は
笙
遼
動
家
の

一典
型
と
し
て婁
場
し
た
の
で
あ

る
。従
米
な
ら
こん
な
こ
と
1

一

艘
新
閲
が
京都
の学
生を
選
ぷ
こ
と

な
ど
ま
ず
な
か
った
で
あろ
う
.
果

大
の
学
生
な
り
、
早大
の学
生
な
り

を
選
び
、
地
方
郡市
「爪都
」
の
字

牛
の
甘
場
す
る
釈
地
は
な
か
った
よ

う
に
思
え
る
。
納
局
こ
れ
は何
を
慧

味
す
る
の
か
.
ま
が
り
な
り
に
も
人

搬
的
に
学
生
認

を
組
蹴
で
き
る
の

は
京
都
贋
掌遵
位
の
も
の
だ
と
い
っ

のだ
ろ
う
か
.

小
俣
君は
この
低
迷
期
の
≠
生
還

動
の
最
後
の
牙
城
京
大
教
獲
の
委
貞

長
に当
選
し
た
の
で
あ
る
.
決
し
て

實
任
は
経く
な
い
。
学
生
運
動
の
扇

三
の
肱換
期
など
畜わ
れ
て
いよ
す

が
、就
任
の
弁
で
も
と
蕎
う
と
、
「収

ま
って問
わ
れる
と弱
い
なあ
。
」

と
酷
い
な
が
らも
、

「ま
ず
全
学
連
爾
慧
の問
題
で
す。

そ
れ
と
日
繍
、
原
潜
、
憲法
問
題
を

通
じ
て
堅
囲
な
共
闘
を
行
な
え
.O、

ま
た
各
地
で
闘
わ
れ
て
い
る
没
地
方

的
な
学
園
闘
争
、
例
え
は
京
犬
に
見

ら
れ
る
字
餌
問
題
な
ど
、
全
国
学
生

の
共
通
の
繰
題
を
全
国
的
な
蹴内
闘

争
にま
で
引
き
上
げ
て
闘
う
た
め
の

新
た
な
金
掌
逼
の
構
想
は
着
々
と
出

若
々
し
い

て
くれ
た。
ね
ら
った
委
員
畏
の
イ

ス
を
撃ち
落
と
し
た
のも
、
こ
の
射

撃
の
腕
と
まん
ざ
ら囲
係
がな
い駅

で
も
な
い
よ
う
だ
。

彼
は
ま
た
、
よ
く
粛
京
に行
って

く
る
。
稟
京
出
身
の
彼
は
東
京
の大

学
に
も
反
人
が
い
る
の
だ
ろ
う
、上

京
す
る
た
び
に
デ
モ
に
謬
加
し
て
く

フ

ァ
イ

タ

ー

教
養
部
委
員
長
に
当
選
し
た

こ
れ
は必
ず
し
も
希
劉
的
な
槻
渕

は
で
き
な
い.
平
民
学
連
傘
学
雌

と
い
う現
異
にも
目
を
つぶ
る
こ
と

は
で
き
な
いし
、
昨
年
の十
二
。二

〇
、
一=
の全
自
代
で
も
構
改
派
踏

看
の
澗
極
印
、
雌歩
的
な全
字
通再

廼
プ
ラ
ン
の間
題
も
め
り
ま
す.
し

か
し
昨
年
の
四
・
一七
の
時
に
顕
在

化
し
た
労
麟
者
人
衆
の
新
し
い
潮
洗

小

俣

来
上
が
り
つ
つ
あ
る
の
で
y
。
」
と

流
暢
に
管
え
て
く
れ
た
.

『お
定
り
の
い
い
方
で
す
が
曲
妹

は
?
]
と
い
う
と
、

「射
撃
で
す
.
』
と
答
え
た
。

彼
は
一園
生
の
時
、
射
撃
顔
に
入
っ

て
い
た。
そ
し
てそ
の
夏
の
旧
七
帝

戦
で、
エア
ー
・ラ
イ
フ
ル
の
個
人

の
泓
で
二
位に
な
っ
たと
う
ち
明
け

え
こ
ん
で
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
.

鰻
後
に
愛
翫
磁
を
と
聞
く
と
、

『千
佼
一伐
物
論
、
そ
の
他
食
い
気

と
色
気
の
本
。
そ
れ
に
ガ
ロ
(自
土

三平
の
漫
画
)
』
と
答
え
て
く
れ

た。
愛
読
登
にソ
ク
ラ
テ
ス
か
ら
サ

ルト
ル
と答
え
た女
性
も
あ
る
が
、

そ
れ
に
比
べ
る
とよ
ほ
ど
す
っき
り

し
た
、
溝
々
し
い
答
え
で
あ
っ
た.

彼
は
某
新
闘
に
載
う
て
以
来
、顔

を
か
く
す
た
め
か
う
す
い
色
の
サ
ン

グ
ラ
ス
を
か
け
て
い
る
.
き
っ
と
や

さ
し
い
心
の
拍
主
な
の
で
あ
ろ
う
。

法
学
部
二
圓
生

粛
暇
学
六
大
学
侃
属
蘭
校
出
身

一多
難
な
「全
学
連
再
建
」

マ
▽
▼

八
月
二
十
八
日
の
ア
メ

昨

年

リ
カ
畢

力
栗

澱
の

》
マ
▼

日
本
器繕
の
政
府景
躍

が
公
衰
さ
れ
て
以
来
、
九
℃二
七
、
十

一
・七
闘
争
な
ど
鰍
照
阻
止
闘
争
は
広

薄

筋業

義

闘的蓋

蜘

は
属
揚
へ
の
凪を
切
り
開
い
た
の
で
あ

った
。
こ
の
闘
争
の
成
果
と
、
そ
の
中

か
ら
必
然
化
し
た
全
国
的
指
導
部
の
樹

立
舗
全
学
連
の
再
姥
の
要
求
を
現
突
化

さ
せ
る
べく
、
十
二
月
二
十
～
二
十
一

日
に
渡
って
全
自
代
は
開
催
さ
れ
た
。

日本
賢
本
王
義
が
、
原
潜
奇
港
を
テ
コ

にし
て桃
東
に
お
け
る
米
戦
略
体
制
の

中
で
その
片
腕
と
な
り
、
そ
の
し
と
に

よ
っ
てま
た
独
自
の
巣
南
ア
ジ
ア
慢
出

政
聚
を膨
開
さ
せ
る
と
いう
目己
の
意

図
を貰
徹
し
た
彼
、
更
に
横
須
翼
裾
港

を強
行
す
るこ
と
に
よ
る
熱
課
な
隈
級

対
立
を激
成
す
る
こ
と
を
避
け
、
本
来

の海
外
侵
出
敵
策
、
す
な
わ
ち
日
韓
会

談
妥績
に
向け
て歩
を遙
め
つ
つあ
る

時
嶽に
あ
っ
て、
再
び日
本
の階
級
闘

有
効
な
組
織
論

頓
の中
で蛍
要
な
位
鯉
を
占
め
る
よ
う

に
な
った
学
生
慨
動
が、
大
胆
に
日
韓

会
賦
反対
闘
争
を準
粥
し
、
戦
か
う
と

こ
ろ
の
全国
的指
灘
螂を
櫨
Mす
る
こ

と
は
、
こ
の
全
目代
に
課
せ
ら
た
形
に

な
っ
て
し
ま
った
が
、
こ
こ
でこ
の
全

自
代
に
先
立
っ
て
行
な
わ
れた
り都
学

連
再
建
準
備
大会
`
に
っ
い
て君
干
触

れ
て
み
丸
い
。
こ
の
準
帽大
会
には
都

内
各
大
学
か
ら
二
十
八
自
治会
、
八十

六
人
の
正
式
代
議
員
、
そ
れ
に
三
百余

人
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
(都
掌
連
未
加
曲

佼
代
表
を
含
む
)
、
解
議
員
が
疹
加
し

た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
都
学
連
観
約

払
ら
も
止
当
な
都
学
連
大
会
と
し
て
も

成
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
こ
こ
で
も
ま
た
自
己
の
セ

ク
ト
的
利
習
に
固
執
し
た
部
分
に
よ
っ

て
、
都
学
超
の
契
質
的
再
嬉
は
、
規
約

上
も
、
実
績
か
ら
も
允
分
可
能
で
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
耳
に
掬
ち
越

さ
れ
る
こ
と
に
な
って
し
ま
った
の
で

あ
る
。
と
は
い
って
も
都
学
煙
の
再
嬉

は
無
限
則
的
に
引
き
延
ば
さ
れ
た
訳
で

は
な
く
、
既
に
貝
体
的
な
M
成
蝶
題
と

し
て
碓
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
も

か
く
こ
の
二
つ
の
ん識
を
皿
し
て
六
一

年
の
全
学
地
第
十
七
回
大
会
以
来
の
分

製
と
混
迷
の
字
生
遮
勤
の
中
に
あ
っ

て、
額
せ
ら
れ
た
最
藍
要
の
課
題
で
あ

り
、
毅
務
で
も
あ
った
。

マ
▽
▽

視
点
か
ら
、
こ
の
全
自

こ

の

代
に
お
い
て
禽

学
生

▼
▽
▽
自
治
会
共
闘
会
議
を
、

再
甦さ
れ
る
へき
全
学
運
に
発
農
解
消

す
る
過渡
朗
な
組
織
と
し
て
発
足
さ

せ
る
べ
く
、
全
自代
は
準
備
さ
れ
て
き

た
の
で
あ
った
。
しか
しな
が
ら
目己

の
政
治
削生
命
の弱
化
を
恐
れ
た
大
阪

府学
逼
執
行
部
を
甲
心
とす
る
構
改
謙

派
(ソ
ロ
ン
ト
、共
慨
、
民
学
同
)
系

自
治
会
が
、
全
自
代
直
前
に
な
っ
て全

国
共
闘
会
謡
に
反対
し
、
東
駅
都
の
諾

派
を
除
く
2日
韓
原
潜
阻
止
共
闘会
議

白
を
結
成
す
る
よ
う
、
か
つ
そ
の
猫務

局
を
関
西
に
塩
く
よ
う
去
張
し
、
彼
ら

の離
反
を恐
れ
た
凶
西
社
学
圓
、
社
青

岡
解放
派
系
自
治
会
が
こ
の
構
敗
糖
派

の
唾
賞任
な
劣張
に
圓
■
し
た
た
め
、

金
国
共
闘
会
議
の
難
足は
流
麓
し
て
し

・ま
った
.
こ
の
,日韓
膿
揺
阻
ル
共
闘

会
鵠
は̀
何
ら
民
主
主
編
的
決
定
機
闘

も
伺
さ
ぬ
一峙的
存
在
であ
り
、
ま
た

昨
秋
の
原満
闘
争
の
中心
部
隊
であ
っ

た
県
京
の
学
生
自襲

を
排
降
す
る
ζ

と
に
よ
って
形
が
い
化し
た
もの
と
な

って
レ
ま
い
、
こ
う
し
て
こ
の全
自代

は
、
原
演
闘
争
を
翼
に
先
鵡
的
に闘

い
抜
い
た
左
翼
が
あ
え
な
く
属
服
し、

ア
プ
ラ
ゲ
懸
さ
ら
わ
れ
た
形
で
の
右翼

の
勝
利
に
経
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。■▼

マ
Ψ

よ
う
な
鮎
果
を
も
た
ら

こ
の

し
嚢

嵩
の
組

▼
レ
▼

織
鹸
、
す
な
わ
ち
構
改

請
派
と
の
形
式
的
統
一か
ら
3統
一戦

綴
全
学
巡
8
へ
と
い
う
方
針
の
眠
謬
が

厳
し
く
批
判
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
,と
に
か
く
組
織
さ
え
で
き
れ
ば
い

り

い
のだ
ると
いう
こ
と
の
熱
内
縦
か
ら

も当
裕
であ
る
が
、
い
か
な
る
組
織

を
、
い
か
な
る
形
で
作
り
、
い
か
な
る

機
能
を
与
え
る
の
か
、
と
い
う
組
織
間

題
の
剛
提
か
ら
雌
れ
て
、
組
纈
胎
を
提

起
し
た
こ
と
に
あ
る
。
確
か
に
、
十
二

月
十
日
に
発
足
し
た
民
胃
の
私
設
「全

掌
運
」
に
対
す
る
防
衛
と
いう
視
点
を

加
味
す
れ
ぱ
、
関
西
社
学
同
の
今
針
に

も
=
阻の有
効
性
は
あろ
うが
、
革
命

的
内
容
を無
視
し
て組
絨
一般
を
冶
る

こ
と
は
、
こ
の
全
自
代
にお
いて
集
中

し
て現
わ
れ
た
よ
う
に
、
そ
れは
石
翼

的
方
同
へ
の
傾
斜
を
必
然
化
す
る土
壌

を
形
威
す
る
だ
け
な
の
で
あ
る。

マ
▼
▼

か
く
こ
う
し
て
金
字塵

と

に

塁

も
一窪

の
い
た

▼
▼
マ

が
民
桝
を除
く
革
マ
ル

か
ら
栂
改
ま
で
の
全
左
翼
副流
が
一っ

の
会
議
に
拶
加
し
て
酎
諭
し
た
こ
と
は

そ
れ
は
そ
れ
と
し
で
高
く
畔
仙
さ
れ
よ

う
。
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留
任
運
動
実
ら
ず

ザ
イ
フ
ェ
ル
ト
氏

教
養
飾
独
語
講
師
J
・E
・ザ
イ
フ

ェル
ト
氏
留
任
運
動
は
、
学
生
側
の
強

い留
任
豊
望
が
観
ら
れ
な
い
ま
ま
に
一

応
、最
経
段
躍
を
迎
え
た
。

本
紙
一ニ
ニ
一考
で
既
報
の
よ
う

に
、十
二月
九
日
の
教
養
節独
語
教

努
で
の独
詣
教
冨
と
掌
生
代
表
者
と

の詰
し
あ
いは
、
独
語
教
室
の
一方

的
な
¥生
の最
後
埠
燵と
も
思
わ
れ

る
ザ
イ
フ
ェル
氏
解
任
を貨
げ
るの16

れ
の
「柑
神
」
運
動
と
。
そ
れ
日
体
ま

った
く
等
価
な
も
の
と
し
か
み
え
な
い

が
現
在
の
状
況
で
あ
る
。

か
って
学
生
運
瑚
は
、
そ
の
〈
右

さ
〉
の
故
に
、
戦
後
日
本
の
「革
命
運

動
」
と
てれ
ら
を
文
え
て
い
た
日
本
の

イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ーの
あ
り
よ
う
と
「

思
想
」
の
蛎
割
を
粉
碕
し
つ
く
し
た
の

だ
った
。
そ
れ
は
逓
動
に
お
け
る
ン
ジ

カ
リ
ズ
ム
と
と
も
に
「思
想
」
に
お
い

ても
U
本
の
土
壌
に
フジ
カ
ル
な
初
兜

性
をも
って
あ
ら
わ
れ
た
。

安
保
闘
箏
の敗
退
の
小す
も
の
は
O

ま
ざま
に
いわ
れ
てき
た
が
、
根
腺
的

には
目本
の革
命
混
動
が
思
想
に
よ
っ

て
允
填さ
れ
な
いも
ので
あ
った
と
い

う
と
ころ
に
あ
る
ので
は
な
いだ
ろ
う

か
。
〈
新
左翼
政
治潮
流
〉は
生
き
残

り
、
「還
國
」は
わ
れ
わ
れ
によ
っ
て

も
続
け
ら
れ
た
。
そ
れ
は
反
ス
タ
ージ

ニ
ズ
ム
運
動
と
い
わ
れ
、
原
則
的
大
衆

運
動
と
い
わ
れ
た
け
れ
ど
も
、
「遮
動

」
を
構
成
し
て
き
た
個
々
の
人
間
に
と

うて
、
〈空
洞
〉
は
ど
の
よ
う
に
畑
せ

ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
〈
政

治
指
導
〉
に
と
っ
て
こ
の
間は
致
命的

な
間
魑
で
あ
る
は
ず
だ。

日
本
の
『ぬ
代
」
の
過
程
に
〈
イ
ン
ァ

リ
ゲ
ン
チ
ア
〉
が俘
在
し
て
い
ら
い
、

「革
命
」
の
埋
念
が
席
摺
し
た
。
ま
た

そ
れ
は
「削
衛
」
党
と
「プ
ロ
レ
タ
リ

ア
」
を
軸
と
し
た
「貞
任
」
の
理
念
を

も
付
随
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
〈
政

治
秀
加
V
が
イ
ン
ナ
」
ゲ
ン
チ
ァ
の

〈属
性
〉
に
転
化
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
現
在
の
「革
命
」
の
解
体
と

「★
任
」
の
解
体
は
、
こ
れ
ら
〈政
治

指
導
〉
に
存
命
の
根
拠
を
与
え
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
こ
の
間
は
日
本

の
イ
テ
リ
ゲ
ン
チ
ァ
の
問
題
と
し
て
も

提
不さ
れ
て
いる
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ

は
い
まだ
、基
慮
を
確
認
し
た
に
す
き

な
い
の
で
あ
る。

十
六
日
に
記
念
講
演
会

1●8帆1開1冊"Ol髄開騨1go

學 園 評 諭

1闘1,1触鱒o闘,腸8髄幽3●髄

「転
換
」論
の
模
索

イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ア
遣
動
へ
の
脱
出
(2)

 

親
の
匪
飾
を
見
抜
き
う
る、
根
源
的
な
,

「状
況
」
の
問
辺
に
ま
でた
ど
り
つ
い

た
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れは
いく
ら
か

け
な
げ
な
心
か
ら
、
自
己
の
ひ
きず
っ

て
き
た
残
澤
を
処
理
し
同
時
に虚
飾
の

「立
勘
」
を
う
つ
た
め
に
(蜜
く
V
こ

と
セ
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
オ
リ
ン
ピ
ソ
ク
と
耕幹
械
と

い
う
の
が
昨
年
の
元
日
付
新聞
を
に
ぎ

わ
し
た
シ
ン
ボ
ル
で
は
あ
う
た
が
、
そ

れ
は
政
治
倒
に
は
「懲
法
」
と
「日

韓
」
と
し
て
寂
象
さ
れ
た
し
かし
、
い

く
ぷ
ん
か
政
治
つ
い
て
今
年
を
ウ測
し

て
、
な
に
も
か
も
昨
年
に
引
き
つ
づ
き

ど
こ
に
も
〈
鎌
題
〉
と
な
り
よ
う
も
な

い
、
い
わ
ば
悠
久
の
述
続
体
が
こ
の
望

間
を
も
み
た
し
て
い
る
と
し
か
考
え
ら

れ
よ
う
も
な
い
の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど

日
韓
会
談
は
早
期
妥
納
の
方
針
で
、
今

年
こ
そ
は
員
体
的
な
ス
〃ジ
ユ
ー
ル
に

な
う
り
る
か
と
い
⊃
感
を
抱
か
せ
る
が

『憲
法
」
と
い
い
、
「対
中
共
・ア

ジ
ア
外
.父
」
「物
仙
憾
上
り
」
「戦
後

最
大
の
爪
滉
」
と
い
い
、
い
ぜ
ん
わ
れ

わ
れ
の
襲
を
劃
ち
こ
み
う
る
す
き
は
認

め
ら
れ
な
いの
で
あ
る
。
つ
ま
り
従
米

の政
治
煤
題
、
ス
ケ
ジ
ュー
ル
闘
争
方

式
によ
る
と
八政
治
の
李
節
〉
と
は
ほ

ど
遠
いと
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で

あ
る。いぜ

ん
わ
れ
わ
れ
は
〈繁
栄
の
な
か

の
貧困
〉
〈停
滞
Vと
い
っ
た
刻
印

を
、精
神
の
な
か
の
冤
洞
性
と
し
て
意

諏
しな
け
れ
ぱな
ら
な
いの
だ
。
し
か

し
こ
のこ
とは
〈政
治
参加
〉
に
慧
義

を認
め
得
な
いわ
れ
わ
れ
の
嬉
一の
存

在
批明
とな
り
う
るの
で
は
な
いか
。

2・二二・

と
ころ
で
「字竺
運
動
の
転換
」
と

い
う
こ
と
がわ
れ
わ
れ
の
周
辺
で問
題

と
な
った
端
緒
は
何
で
あ
った
の
か
。

安
保
閣争
以
降
の全
学
連
の
解
体
雌
程

と
七
れ
に
照
応
し
て起
った
「運
動
の

不
在
』
と
い
う
こ
と
であ
った
。た
と

え
ぱ
還大
の
場
合
そ
れ
は
く彙
生
大
衆

が
つ
い
て
こな
い
Vと
い
う現
象
的
な

把
握
か
ら始
ま
った
の
だ
った
。
そ
し

て
そ
れは
当
然
にも
〈
学生
大
衆
の
慧

識
の
望
容
〉
日
本
の
政
治
的
、社
会
削

構
造
の
蟹
化
と
い
う問
題
に
訟
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
戦
後
日
本
の
構
遣的
近代

化
と
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ア
の
理
念
と
し

て
の
虹
代
主
義
の
柑
楠
的
、
撒
着的
関

係
の
完
逐
と
ての
還
甥
の
消
滅
と
い
う

と
こ
ろ
に
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
は
粗
雑
な
〈
情
勢
〉
把
撮

な
が
ら
、
ま
だ
一面
の
当
を
得
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
だ
が
〈政
治
暴
露
〉
と

〈敵
〉
の
「転
換
」
を
唱
え
、
八
中
委

-
九
大
会
路
線
の
合
足
を
唱
え
た
と
し

て
も
、
現
実
の
運
勤
は
、
ど
の
よ
う
に

も
『転
換
」
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

「転
換
」
し
ょ
う
が
な
いの
で
あ
る
。

た
か
だ
か
四
・
一七
ス
ト
に
み
ら
れ
た

く労
働
運
勤
内
の
新
左
翼
潮
疵
Vと
の

共
闘
、
学
生
運
勤
内
の
〈新
し
い波
〉

の
登
場
と
いう
こ
と
に
拝
胞
せ
ざ
る
を

え
な
いの
だ
。

こ
こ
に
は
学
生
運
動
が
、
学
生
イ
ン

カ
テ
リ
ゲ
ン
チ
ア
の
社
会
困
矛
盾
の
目

覚
、
政
治
的
覚
醒
に
よ
って
V
政
治
運

勲
〉と
し
て
外
化
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
〈鐵
〉と
し
て
計
ら
れ
る
加滞
・

高
揚
の波
動
が
な
ん
ら
患
想
的
な
問
題

と
な
っ
て
いな
いこ
と
が
認
め
ら
れ
る

だ
け
で
ある
。
お
そ
ら
く
わ
れ
わ
れ
の

一般
的
な
以治
参
加
の
あ
りよ
う
が
、

こ
のよ
う
なも
の
と
し
て
っつ
く
限
り

学
生運
動
の
回
生
を
喋
々
す
る
こ
と

さ
え
も
い
ま
わ
し
い
こ
と
で
あ
る
にち

が
い
な
い
。
そ
し
て
〈
政
治
指導
〉
と

い
う
も
の
が
〈
社
会
構
遣
の
変含
〉
に

追
ま
ら
れ
て
幅
に
〈
機
能
〉
の馳
囲
で

理
論
に
右
十
の
修
正
を
加
え
「軌換
」

を
唱
え
る
こ
と
も
あ
り
う
る
わ
け
で
あ

る
。

・=三
…

わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
、
「挙
生
運

動
」
に
踏
り
か
け
る
位
置
か
ら
遠
く
隔

った
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
気
が
し

な
い
で
も
な
い
。
報
わ
れ
る
こ
と
の
決

し
て
な
い
「肉
体
」
運
動
と
、
わ
れ
わ

み
で
、
学
王
の
慧
図
は
十
分
汲
み
っ

く
さ
れ
て
い
な
か
った
。
教
'9
人
拳

に
¥生
が
直
接
手
を
下
し
て
介
入
で

き
な
い
こ
と
は
関
ら
か
な
こ
と
と
は

いえ
、
多
数
の
学
生
の
讐
名
が
集
め

ら
れた
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
郭

を
す
ら
考
鳳
し
て
いな
い点
に
、
ま

だ
学
生
側
に
は
釈
然
と
し
な
いも
の

が
ある
も
よ
う
であ
る
。

ま
た
留
任
運
動
に
直
接
か
か
わ
っ

(S
)

…
一
・・

六
五年
の
年
頭
の
本
紙
「評
諭
」
を

い
つ
に
かわ
ら
ぬ
例
年
の
口
調
で
「政

治樹
勢
」の
展
望
を
概
括
す
る
と
い
っ

た形
で欝
き
は
じ
め
る
こ
と
は
、
い
さ

さ
か然
念
の
感
を
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
は

で
きな
いこ
と
であ
る
。
い
わ
ゆ
る

「学
鑑運
動
の
転換
」
と
し
て
わ
れ
わ

れ
の周
辺
にあ
ら
わ
れ
た
思
想
状
祝
は

そ
の内
的
必
然
性
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の

思考
の転
位
を
も
も
た
ら
し
た
の
で
あ

っ
て、
す
でに
わ
れ
わ
れ
に
は
当
初
の

間
題
意訟
か
ら
は
予
測
も
し
え
な
い

よ
うな
地
点
に
ま
で
過
いや
ら
れ
た
の

であ
る
.そ
れ
は
い
ぜ
ん
つ
ま
ら
ぬ
政

治
王麟
的
で
あ
る
人
々
に
と
って
は
単

な
る
(個
Vの
「立
場
」
の
転
換
と
し

か映
りょ
う
の
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な

いけ
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
よ
う

にし
てい
つ
し
か
(政
治
的
V
状
況
主

て
き
た
同
学
会
ザ
イ
フ
エ
ル
ト問
題
連

絡
協
議
会
は
、
文
学
鄙
学
碇会
と共

催
、
今
轡
獄
大
を
云
る
こ
と
に
な
る
氏

の
晶
念
講
漬
会
を
十
六
日
(t
)十
二

時
半
か
ら
教
縫蔀
尚
暇
鋸
で
醐
催
す
る

一こ
と
に
な
った
。
氏
は
酢
年
返
賦
し
た

冨

輩
元
教
鰐

教
授
(独
・川)

の
偲
訳
で
『現
代
を
い
か
に
鯉
解
す
る

か
ー
そ
の
歴
史
的
椒
臨
ー
」
と
題
す
る

講
演
を
行
な
う
。

るれ民学同結成さ

 

京
都

統一会議の手で十二月に

昨
年
十
二月
十
四
目
珊都
底
.乎同
常

任
突員
会
(京
穴学
生
梅
一会
議
-
母

体
)
の手
に
ょ
り
同
女盟
械
闘
紙
創
刊

号
(表
題
-統
一へ
の通
)
紙
上
で
京

都
民
学同
紬
販
ア
ビー
ル
が出
き
れ
て

以
来
同
女
盟
の
表面
立
っ
た動
き
は
行

わ
れ
て
い
な
い
。
京
都民
学
同
(民
⊥

々
義
学
生
同
盟
)
は
昨
年
十月
の京
大

民
肖
の
分
裂
に
端
を
免
し
て
い
る
。
昨

年
十
月
十
二
け
の
目
治
委
員
会
に
於
て

京
大
民
胃
-
続
一派
の
そ
れ
よ
で
の
理

論
的
指
導
者
と
目
さ
れ
て
い
た
西
村
光

雄
(経
四
)
角
田
悼
(経
一一)
の
吻
君

が
"全
京
大
の
学
友
に
詠
え
る
西
と
題

す
る
ビ
ソを
配
布
、
京
大
民
再
の
分
袈

化
が
表
面
化
、
京
大
学
生
穐
一会
誠
が

結
成
さ
れ
た
。
以
後
同
統
一会
議
亦
は

教
撮
協
自
治
委
負
会
な
ど
て
多
少
の
勢

力
伸
畏
を
見
せ
、
昨
年
十
ニ
ー4
十
四
日

の
珊都
鼠
字
同
結
威
〆
ピ
ー
ル
と
な
っ

た
が
そ
の
後
の
勤
き
で
は
、
大
阪
民
学

岡
と
の
運
劾
路
線
に
於
る
理
諭
ナ
の
頁

い遠
いな
ど
で
、
ス
ムー
ズ
な
進
展
を

見
せ
て
いな
い。

京
都
民
学
同
常
任
安員
のt
批に
よ

る
と
"部分
核停
安
持
」全
面
核
停

へ
∬
"反
帝
、反
独
占
∬又
、
掌
内

問
題
に
関
し
て
は
自治
会
民
主
女義

の
撤
底
化
と
組
繊
的統
一をめ
ざ
す

掌友
の
結
集
母
俸
等
を
唱
っ
て
い

る
。
民
学
岡
は
阪
天
、
岡
山
大
、
大

女
大
、
工
艘天
等
の
大
掌
を
拠
点
を

と
し
て
お
り
、
金
国
的
な
組
繊
に
は

到
って
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
大
学

に
於
る
一般
掌
生
の
支
持
耶
は
論
い

。
ス
タ
イ
ル
と
し
て
は
社
会
王
義
体

制
への
瀞
次
移
行
、
い
り
ゆ
る
欝
造

改
革
系
で
京
都
民
学
同
と
の
対
立
点

も
孟
に
こ
の
一点
に
し
ぽ
ら
れ
て
い

る
。電

話
交
換
室

工
事
一
時
中
止

九
日
、
教
狽
学
無
の
間
題
に
関
し
て
字

対
協
と
、
学
長
、
学
生
部
畏
と
の
会
談

が
お
こ
な
わ
れ
、
主
に
新
徳
餅
横
で
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
山
事
に
つ
い
て
酷
し

合
つた
。

一
こ
の
工扇
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
敷

地
は
、
帥
耳
以
来
急
蓮
に
間
題
に
な

っ
て米
た
教
摂
会
期の
候
補
地
で
、

特
に掌
生
側
が強
く
要
璽
し
て
いた

も
の
冗
け
に
、丁
嶺
が始
ま
った
こ

ろ
学
生
に強
い不
満
の声
があ
が
っ

て
い
た
が
、授
業
が
す
で
に
終了
し

ほ
と
ん
ど
が
帰
省
し
て
い
た
た
め体

制
が
と
と
の
わ
ず
、
そ
の
対
策
が
今

圷
に
掬
ち
こ
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て

年
闘
け
の
八
臼
教
幽
鄙
捕
導
委
員
長

臼
井
教
授
と
字
生
代
表
と
の
話
し
合

い
が
開
か
れ
た
が
、
委
員
長
目
身
知

ら
な
か
った
と
解
答
を
得
た
だ
け
で

工
事
を
即
時
中
止
し
昨
年
の
情
況
の

ま
ま
で
な
いと
今
後
の
話
し
あ
い
に

応
じ
ら
れ
な
い
旨
を
ノた
え
あ
っ

た
。

九
H
は
、
学
生
側
か
ら
、
工
嘔
を
即

時
中
止
し
て、
予
足
地
に
つ
い
て鮎
し

合
い
を
円翻
す
る
様
強
く
要
墨
し
た。

学
長
に
、
同
工
事
は
、
二年
削
に
教
撰

耶
教授
(Aで
了承
さ
れ
て
い
るし
す
で

に
翅
描萎
貝
会
で
決
足
さ
れ
て
い
る
た

め
工
勤
を
と
り
や
め
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
が
、
十
三
H
開
か
れ
る
嘩
生
閥
題

対
東
協
譲
会
ま
で
工
摯
を
一財
中
止
す

る
こ
と
は
簗
首
と
交
渉
し
て
冥
塊
に
努

力
す
る
と
の
解
策
が
褥
ら
れ
た
。
そ
し

こ
の
翌
目
工
夢
中
止
が
決
κ
し
た
.

ま
た
こ
の
H
、
そ
の
佃
大
≠
側
が
持

つ
一切
の
ラ
ン
/
を
」生
に
公
表
す

る
こ
と
、
厚
生
問
詞
協
議
会
を
十
三

日
に
開
く
こ
と
、
ツ
レ
、
出
生
部
長

個
人
と
し
て
』
、
欺
捕
招
何
ぬ
が
、

学
朗
の
儲
眞と
し
て
戸切
で
、ωる
こ

と
な
ど
ひ
"置
、さ
れ
た
。

学
習
に
最
適
の
六
法

各
国
の
憲
法
を
初
め
と
す
る
海
外
諸
法
令
や
わ
が
国
の
旧
法
令
を
比
較
参
照
て
き
る
こ
と
は
、

本
書
の
特
色
て
あ
る
。
こ
の
新
機
軸
の
編
集
は
ど
の
法
学
教
室
て
も
圧
倒
的
な
好
評
を
博
し

最
近
三
年
間
に
利
用
匿
が
二
倍
以
上
に
高
ま
っ
た
。
憲
法
改
正
・
I
b
O
条
約
批
准
が
論
議

の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
今
日
、
本
欝
こ
そ
ま
さ
に
現
代
の
要
望
に
応
え
る
六
法
と
い
え
よ
う

徽ハンラ脅になった40
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 編集
"
京
大教
授
大
森
忠
夫
・
立
命
墾
八教
授
窪
田
隼
人
・
嚢

教
授
滝
川
春
雄
・
泉
大
敦
授
田
畑
茂
二
郎
.窟大
教
授
宮
内
裕

神
戸
大
整
訊山
木
戸
克
己
・
弁
護
士
山
ロ
友
古
・
棊
督
整
ハ総
長
鵜
飼
僧
成
・東
嚢

小
林
直
樹
.東
大
教
畏
芦
部
信
喜

▼

学

習

に

必
要

な

法

令

を

網

羅

量
八
件

民
法
・刑法
・民
亭
訴
舩
法
・公
職
選
挙
法
・道
路交
通
法
法
例
ほ
か
改
正
完

全
収
録
。

国
事
行
為
臨
時代
行
法
・遺
琶
方
式
準
拠
法
・改正
刑
法
準
備
墓
築
.東
原
都

脅
少
年
健
金
胃
成
条例
等
新
収
録
一七
件
.

▼
各

国

の

法

令

を

比
較

参

照

で

き

る

憲
法
・民
法
・労
働
法等
の各
部
門
.
最
近
ま
で
の
改
正
を織
込
む
と
と
も
に

ユー
ゴ
ス
一冒
ア
の
新
慧法
、ソ
遷
の
新
民
法
な
ど
充
異
かほ
か
った
.

▼

旧
法

令

を

比

較

参

照

で
き

る

旧
懲
法
・民
法
旧
規
矩
・商
法
旧規
定
・治
安
警
察
法
・治
安維
椿
法
.出
版

法
・嚢

等
.

▼
圧
倒
的
に
充
実
せ
る
国
際
法
部
門

璽
窪
の
壁
覇に
ー

も
れ
参
最
録
。

▼
完
備
し
た
参
照
条
文

・
総
合
事
項
索
引

▼
付
録

「
法

の
成
立
と
運
営
」

「
手
数
料
等

一
覧
」
等

「遣轍
」
昭
駕
年
7
月
餐

定
の
温
録
を
董

の
方
に
お
送
り
し
室
馬

●
大
学
生
協
書
鰭
部
で
ぜ
ひ
実
物
を
ご
覧
く
だ
さ
い

●
現
代
の
要
望
に
こ
た
え
る
画
期
的
六
法

嚢
蚕
嚢

佐
藤

功

断
片
的
・平
面的
な
六
法
か
ら
総
愈
的
・立
体的
な
六
法
へ.
た
だ

引
く
だ
け
の
六法
か
ら
読
み
・か
つ
考
え
る
六法
へ.
ζ
の
二
つ
の

方
向
が
「基
杢
ハ法
」の
狙
い
だ
と
い
え
よ
う
が
、
この
延
しい
狙
い

が
爽
事
に
逮
成
さ
れて
い
る
。
懲
法
だ
げ
に
つ
い
て
い
って
も
、
日

本
国
憲
法
は
、
そ
の裾
野
に
無
数
の
法
律
・命
令
.条件
を
も
ち
、

そ
の
背
俊
に
過芸
の
明
治憲
法
と
そ
の
下
の
法
令
を
も
ち
、ま
た
そ

の
周
辺
に
現
筏
各薗
憲
法
と
さ
わに
国
境
を
越
え
た
人
類
の法
と
し

て
の国
際
法
と
を
も
っ
て
い
る
.
この
よ
丑
樽
造
の
な
炉
で
源法

の条
項
を
理
解
す
る
た
め
に
、綿
田
な
比
較
診
照
.各
国
新
旧
法令

の手
引
き
と
華

国
際
法部
門
と
、
そ
し
て
四零
】箏
項
禦引
と

を
備え
た
こ
の
「基
杢
ハ法
」
は
、ま
さ
に
最
濠
の
六
法
で
あ
リテ

キ
ス
トで
もあ
る
。
特
り

曜
あ
る
含
口、

専
門
塞
垂

の
み
な
ら
ず
広
く
一般
市民
に
も
、
こ
の
六
法
が
競

』
窺
蓬

と
嬰
も
の
であ
る
.

定
価
据
置
五
〇
〇
円

40

年

版

〈
2
月
中
旬
発
売
〉

一
=

O
O
円

●
宋
川博
編
著

本
年
版
で
は
、
収
録法
令
の
飛
躍
的
充
実
と
便
用
上
の便
とを
図
る

た
め
、判
型
を
一新
し
た
.

新
収法
令
娼
件
。

内
響
見
本
1
月下
句
出
繁

のた め に ・・…

日
本

史
畝
駄
.佐
㎡
鋤

貰

轟

山本
壽
銑

世
界
史
酬
肚鯨
欄
賑翻
蜘

国
際
間
題
蝋
山
芳
郎
論

舞
屠
難

勘

労
働
運
動
喬
空
轟

卿

敦

青
勝
田
量

編
勘

西
洋
美
術
村
田
潔
編
励

日
本
交
学
韻
栗
亜
筋
編
㎜

昊

女
燕

片蟹

一義

西
洋
交
学
桑
原
武
呑

㎜

音

楽

虫
鐘
二
編
盛
串

大
塚
金
之
助
編

一噌八
〇
円

(1
月
下
旬
発
亮
〉

哲心

 

政経法

思

第
2
版

顯
譲
倣

現代
世
界
に
お
け
る
柱
会
思
想
の特
色
の
一つ
は
、
社
会
主
義
思想
の
進
展

思
想で
ある
。
本
辞
典
は
、
こ
の
基
本を
重
要
基
点
と
し
て
、古
興的
社
会

思
想史
関
連
を
加
味
し
、
必
要
あ
る
場合
に
は
、
文
芸
・音
楽
.絵
圃
.宗
教
.自
然
科
学
に
含
ま

れ
て
いる
社
会
思
想
を
も
探
り
出
そ
つと
し
て
い
る
。
今
回
、
第
二
版発
刊
に
際
モ

総
頁

の
三
分
の
二に
わ
た
り
酊
止
を
費

特
に
著
作
。文
献
な
ど
の
再
検酎
に
は
厳
正
を
期
し
た

理済

ヨ
液
●
田
・辞
麹
目
墜
の
罷薪
版

が
出
糞

李
生
饗
㎝湿

宗
禁
樂
部
へ華

き
い
.

学
毅
望
纈
纏
罷
舗
議
顯
競
脚

す
る
事
項
・人
名
を
もれ
なく
採
録
し
、

二
八
〇
円
平
易
か
つ
正
確
な
解
説
を施
す
.

学
最近
の
心
理
学
の
傾
向
と
一般
の人
々
の

冨
城
音
弥
・
関
心を
尊
重
し
つ
つ
、
広
く
心
理学
の
各

二八・贔

魏
砒轄

叢

影
訪

治

・罷

律
㌶
能
通
孝
8

二
八
〇円

学
郭
留
翼
人
編

二
八
〇
円

醇

 

璽二

東
京
・神
田
・
一ツ
橘

振
替
東蝋
二六
二
四
〇

内
外
の政
治
・外
交
・行
政
の
事実
と理

論
と
に
わ
た
って
、
特
定
の
政
治的
立
揚

に
偏
す
る
こ
と
なく
.最
高
の
学
間的
水

準
を
も
っ
て
平易
に
解
説
を
与
え
る
。

近
づ
き
難
い
と
い
われ
る
法
役
を
こ
れ
か

ら
法
緯
を
単ぶ
人
々
にも
十
分
理
解
レ
う

る
よ
ゑ

編
者
自
ら全
項
目
を
η窒
な
統

一の
も
と
に
執
筆
し
た特
色
の
あ
る
辞
典

近
代
経
済
学
と
マ
ル
ク
ス
主
義経
濟
学
の

両
学
派
に
わ
た
り
、
叢近
の成
果
を
と
り

入
れ
つ
っ,
経
庚
学
の
†
要概
念
。用
語

・
人
名等
に
つ
い
て
明
解
な
解
説を
施
す

岩
波
書
店
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